
　１１月１８日、城山保育園児が澤田壽さん（板山）の畑へミカン狩りに出掛
けました。澤田さんは「孫たちの喜ぶ姿が見たいから」と園児たちをミカン狩
りに招待。子どもたちは、もぎ取ったミカンをその場でおいしそうに食べていま
した。

No. 995

“おいしそうなミカンだよ” 
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主な内容 

『心のうた』作品集できあがる 

あぐいぶらり旅 

受講生を募集 

インフルエンザ対応 

ページ 

　川柳から家族のほほ笑ましい
会話が聞こえます。 

　下ノ池のほとりに置かれてい
るはずの“地蔵尊”が見当たら
ない。若きころの思い出を語る
男性の話に…。 

　「いつでも、どこでも、だれで
も」。生涯学習を支援する教室
や講座を開催します。 

　インフルエンザが流行してい
ます。手洗いとうがいを励行し
てください。 

□ １３ 

□ 9

□ 2
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阿
久
比
町
家
庭
教
育
推
進
協
議
会
で
は
、
小
学
校
四
年
生
か
ら
中
学
生
ま
で
を
対
象
に
、
子

ど
も
た
ち
が
家
族
に
自
分
の
気
持
ち
を
伝
え
た
り
、
家
族
の
温
か
い
触
れ
合
い
を
深
め
た
り
し

て
も
ら
う
き
っ
か
け
に
な
れ
ば
と
、
親
と
子
、
祖
父
母
と
孫
な
ど
家
族
が
協
力
し
て
つ
く
る
川

柳
を
募
集
し
ま
し
た
。
今
年
は
千
二
百
十
六
件
の
応
募
が
あ
り
、
作
品
の
一
つ
一
つ
か
ら
家
族

の
ほ
ほ
笑
ま
し
い
会
話
が
聞
こ
え
て
き
ま
し
た
。
作
成
し
た
詩
集
の
中
か
ら
一
部
を
紹
介
し
ま

す
。
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子
の
句　
　

お
と
う
さ
ん　

だ
い
ず
の
し
ご
と　

が
ん
ば
っ
て

家
族
の
句　

が
ん
ば
る
よ　

お
ま
え
の
え
が
お　

す
き
だ
か
ら
（
父
）

東
部
小
４
年　

熊
野　

龍
矢

子
の
句　
　

い
つ
ま
で
も　

お
い
し
い
ご
は
ん　

作
っ
て
ね　

家
族
の
句　

地
産
地
消　

阿
久
比
の
食
材　

使
い
ま
し
ょ
う
（
母
）

英
比
小
６
年　

伊
藤　

美
咲

子
の
句　
　

か
わ
い
い
ね　

め
だ
か
の
赤
ち
ゃ
ん　

生
き
て
る
よ

家
族
の
句　

育
て
て
る　

あ
な
た
の
方
が　

か
わ
い
い
よ
（
祖
母
）

草
木
小
５
年　

厚
喜　

美
那

子
の
句　
　

環
境
破
壊　

ど
う
や
っ
た
ら　

止
め
ら
れ
る
？

家
族
の
句　

と
り
あ
え
ず　

会
社
と
駅
間　

歩
い
て
る　
（
父
）

南
部
小
６
年　

山
岸　

夢
奈

子
の
句　
　

納
豆
の　

賞
味
期
限
が　

き
れ
て
い
る

家
族
の
句　

そ
ん
な
こ
と　

い
ち
い
ち
電
話　

し
て
く
る
な
（
母
）

阿
久
比
中
２
年　

小
川　

真
奈

子
の
句　
　

お
母
さ
ん　

勉
強
や
れ
や
れ　

う
る
さ
い
ぞ

家
族
の
句　

言
わ
ず
に
は　

い
ら
れ
な
い
の
が　

母
の
想
い　
（
母
）

阿
久
比
中
３
年　

竹
内　

将
大

□
問
い
合
わ
せ
先　

社
会
教
育
課

　

�（
４
８
）１
１
１
１
（
内
２
６
２
）

　
『
心
の
う
た
―
家
族
で
話
そ
う
―
第
三
集
』

は
、
中
央
公
民
館
本
館
と
町
立
図
書
館
で
、

ご
覧
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

毎月第３日曜日は家庭の日
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年
末
は
、
師
走
特
有
の
慌
た
だ
し
さ
か

ら
運
転
者
や
歩
行
者
な
ど
の
注
意
力
が
散

漫
と
な
り
、
交
通
事
故
が
起
き
や
す
く
な

り
ま
す
。
ま
た
、
忘
年
会
の
シ
ー
ズ
ン
で

も
あ
る
こ
と
か
ら
飲
酒
の
機
会
が
増
え
、

飲
酒
運
転
に
よ
る
事
故
の
増
加
も
心
配
さ

れ
ま
す
。

　

こ
の
時
期
は
一
年
を
通
じ
て
日
没
時
刻

が
最
も
早
く
、
夕
暮
れ
時
か
ら
夜
間
に
か

け
て
、
特
に
高
齢
者
が
犠
牲
と
な
る
交
通

事
故
の
多
発
も
予
測
さ
れ
ま
す
。　

　

町
民
の
皆
さ
ん
一
人
ひ
と
り
が
交
通
安

全
に
対
す
る
意
識
を
高
め
て
い
た
だ
き
、

交
通
事
故
の
防
止
に
努
め
て
く
だ
さ
い
。

 
重
点
目
標 

【
飲
酒
運
転
を
根
絶
し
よ
う
】

　

〜
悪
い
の
は
運
転
者
だ
け
で
は
あ
り
ま

せ
ん
〜

○　

家
庭
で
は

・　

飲
酒
運
転
に
よ
る
事
故
の
悲
惨
さ
と

責
任
の
重
大
さ
に
つ
い
て
、
家
庭
で
話

し
合
う
機
会
を
持
つ
。

・　

忘
年
会
な
ど
飲
酒
の
予
定
が
あ
る
日

の
帰
宅
の
方
法
に
つ
い
て
話
し
合
っ
て

お
く
。

○　

運
転
者
は

・　

一
滴
で
も
飲
ん
だ
ら
絶
対
に
乗
ら
な

い
こ
と
や
深
酒
を
慎
む
こ
と
を
誓
う
。

・　

飲
酒
を
伴
う
会
合
な
ど
へ
の
出
席
は
、

公
共
の
交
通
機
関
を
利
用
し
た
り
、
代

行
運
転
や
家
族
に
送
迎
を
依
頼
す
る
。

【
高
齢
者
を
交
通
事
故
か
ら
守
ろ
う
】

○　

家
庭
で
は

・　

高
齢
者
の
特
性
を
理
解
し
、
外
出
の

際
（
歩
行
、
自
転
車
、
自
動
車
運
転
）

に
は
、
交
通
安
全
の
声
掛
け
を
す
る
習

慣
を
つ
く
る
。

・　

夕
暮
れ
時
や
夜
間
の
交
通
事
故
の
危

険
性
に
つ
い
て
話
し
合
い
、
外
出
の
際

は
家
族
み
ん
な
で
目
立
つ
服
装
や
反
射

材
を
着
用
す
る
。

○　

運
転
者
は

・　

道
路
横
断
中
や
自
転
車
乗
車
中
の
高

齢
者
を
見
掛
け
た
ら
、
十
分
に
ス
ピ
ー

ド
を
落
と
し
、
思
い
や
り
運
転
に
心
掛

け
る
。

【
す
べ
て
の
座
席
で
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
と
チ
ャ

イ
ル
ド
シ
ー
ト
を
正
し
く
着
用
し
よ
う
】　

○　

家
庭
で
は

・　

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
・
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー

ト
を
確
実
に
着
用
し
て
か
ら
出
発
す
る

習
慣
を
身
に
付
け
る
。

・　

用
途
、
体
に
合
っ
た
チ
ャ
イ
ル
ド

シ
ー
ト
の
使
用
と
確
実
な
装
着
を
行
う
。

○　

運
転
者
は

・　

自
席
（
助
手
席
）
は
も
と
よ
り
、
後

部
席
の
着
用
も
徹
底
す
る
。

・　

わ
ず
か
な
距
離
で
も
確
実
に
着
用
す

る
習
慣
を
身
に
付
け
る
。

【
夕
暮
れ
時
と
夜
間
の
歩
行
中
・
自
転
車

乗
車
中
の
交
通
事
故
を
な
く
そ
う
】

○　

家
庭
で
は

・　

自
宅
近
く
の
危
険
個
所
を
確
認
し
、

事
故
防
止
に
つ
い
て
話
し
合
う
。

・　

反
射
材
な
ど
の
事
故
防
止
器
材
を
活

用
す
る
。

○ 　

運
転
者
は

・　

夕
暮
れ
時
と
夜
間
は
、
速
度
を
ス

ロ
ー
に
す
る
よ
う
意
識
す
る
。

・　

日
没
時
刻（
お
お
む
ね
午
後
四
時
半
）

の
三
十
分
前
に
ラ
イ
ト
を
点
灯
す
る
。

【
飲
酒
運
転
四
（
し
）
な
い
運
動
】

○　

家
庭
・
地
域
で
は

・　

運
転
す
る
人
に
酒
を
勧
め
な
い
。

・　

酒
を
飲
ん
だ
人
に
運
転
さ
せ
な
い
。

○　

運
転
者
は

・　

運
転
す
る
な
ら
酒
を
飲
ま
な
い
。

・　

酒
を
飲
ん
だ
ら
運
転
し
な
い
。

※　

反
射
タ
ス
キ
を
防
災
交
通
課
で
無
料

配
布
し
て
い
ま
す
。

□
問
い
合
わ
せ
先　

防
災
交
通
課　

　

�（
４
８
）１
１
１
１
（
内
２
７
７
）

１２
月
１
日
〜
１０
日 

運転したドライバーだけでなく、飲酒運転の周辺者を処罰されます。具体的には、 
○　飲酒運転をする恐れのある人に対して酒を提供した人 
○　飲酒をした人に運転を依頼して車に同乗した人 
○　飲酒運転をする恐れのある人に対して車を貸した人 
といった周辺者も処罰の対象となりました。 
□問い合わせ先　半田警察署　fl（２１）０１１０ 

まだいるの　飲んで乗る人　飲ます人 
～飲酒運転を根絶しよう！～ 
まだいるの　飲んで乗る人　飲ます人 
～飲酒運転を根絶しよう！～ 

半田警察署からの 
お知らせ 

半田警察署マスコットキャラクター 

《飲酒運転による交通事故の責任》 

まだいるの　飲んで乗る人　飲ます人 
～飲酒運転を根絶しよう！～ 
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１２３ 
防災交通課 
fl（４８）１１１１ 
（内２０８） 

ニュース 

ま
ち
づ
く
り 
安

全

で

住

み

よ

い

 
　防災行政無線が聞き取りにくい場合は
�（４８）７０３０へ問い合わせてください。最新
のメッセージを聞くことができます。

行政無線情報は電話でも

高塀障害を越えてホースを延ばす団員

消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防団団団団団団団団団団団団団団団団団団団団団団団団団団団団団団団団団団団団団団団団団団団団団団団団団団にににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににによよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるる消防団による
地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力のののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののの充充充充充充充充充充充充充充充充充充充充充充充充充充充充充充充充充充充充充充充充充充充充充充充充充充実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実地域防災力の充実
「「「「「「「「「「「「「「「「自自自自自自自自自自自自自自自自分分分分分分分分分分分分分分分分たたたたたたたたたたたたたたたたちちちちちちちちちちちちちちちちのののののののののののののののの地地地地地地地地地地地地地地地地域域域域域域域域域域域域域域域域はははははははははははははははは自自自自自自自自自自自自自自自自分分分分分分分分分分分分分分分分たたたたたたたたたたたたたたたたちちちちちちちちちちちちちちちちでででででででででででででででで守守守守守守守守守守守守守守守守るるるるるるるるるるるるるるるる」」」」」」」」」」」」」」」」「自分たちの地域は自分たちで守る」

　愛知県内の消防団、消防本部、婦人消防クラブ、少年消防
クラブ、事業所関係者などが一堂に会する「愛知県消防連合
フェア」が、１１月１４日津島市文化会館で開催され、東部小学
校少年消防クラブが特に優秀なクラブとして愛知県知事か
ら表彰を受けました。
　クラブ活動では、愛知県消防学校に「一日入校」したり、
消防出初式に参加したりするなどして、日ごろから防火や救
急への意識を高めています。
　１１月１９日、クラブを代表して町長室へ表彰の報告に訪れた
青木源太朗君は、「人のために働ける仕事は、かっこいい」
と話し、これからもクラブ活動に励むことを誓っていました。

東
部
小
学
校
少
年
消
防
ク
ラ
ブ
が

愛愛愛愛愛愛愛愛愛愛愛愛愛愛愛愛
知知知知知知知知知知知知知知知知
県県県県県県県県県県県県県県県県
知知知知知知知知知知知知知知知知
事事事事事事事事事事事事事事事事
表表表表表表表表表表表表表表表表
彰彰彰彰彰彰彰彰彰彰彰彰彰彰彰彰

愛
知
県
知
事
表
彰

○

　

阿
久
比
町
消
防
団
は
、
町
内
を
五
つ
の

地
区
に
分
け
、
現
在
、
団
員
数
八
十
三
人

（
定
数
百
五
人
）
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

主
な
活
動
は
年
頭
の
消
防
出
初
式
に
始

ま
り
、
観
閲
式
、
消
防
操
法
大
会
、
防
災

訓
練
、
年
末
夜
警
な
ど
の
ほ
か
、
年
間
を

通
じ
て
訓
練
に
励
ん
で
い
ま
す
。
町
内
に

は
、
大
型
の
消
防
車
両
の
進
入
が
困
難
な

個
所
も
多
く
あ
り
、
日
ご
ろ
の
訓
練
で
消

火
活
動
の
迅
速
化
に
努
め
て
い
ま
す
。

　

十
一
月
八
日
、
阿
久
比
ス
ポ
ー
ツ
村
第

二
駐
車
場
で
、「
第
六
回
消
防
実
践
訓
練
」

を
行
い
ま
し
た
。
訓
練
は
、
半
田
消
防
署

阿
久
比
支
署
の
指
導
の
下
、
車
両
の
悪
路

走
行
、
障
害
物
（
高
塀
・
低
所
）
の
通
過
、

長
距
離
の
ホ
ー
ス
延
長
、
可
搬
式
小
型
ポ

ン
プ
を
使
っ
た
放
水
な
ど
、
有
事
の
際
に

分
団
と
し
て
適
切
な
対
応
が
出
来
る
こ
と

を
目
的
と
し
た
総
合
訓
練
で
毎
年
実
施
し

て
い
ま
す
。

　

第
六
回
阿
久
比
町
消
防
団
実
践
訓
練
結

果
は
次
の
通
り
で
す
。

○　

優　

勝　

第
三
分
団
（
草
木
）

○　

準
優
勝　

第
一
分
団
（
東
部
）

○　

第
三
位　

第
二
分
団
（
英
比
）

　

消
防
団
員
数
の
減
少
、
消
防
団
員
の
サ

ラ
リ
ー
マ
ン
化
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
が

あ
り
ま
す
。
阿
久
比
町
も
今
ま
で
以
上
に

団
員
の
確
保
が
困
難
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

「
自
分
た
ち
の
地
域
は
自
分
た
ち
で
守

る
」
の
精
神
に
基
づ
き
、
消
防
団
員
と
し

て
活
躍
し
て
も
ら
え
る
町
内
在
住
ま
た
は

在
勤
の
十
八
歳
以
上
の
方
を
随
時
募
集
し

て
い
ま
す
。
入
団
を
希
望
さ
れ
る
方
は
防

災
交
通
課
ま
で
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。
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一般会計予算執行状況（平成２１年９月３０日現在）
歳　入

収入率（％）収入済額予算現額科　　目

３９．７６億９，９７４万円１７億６，１４６万円分担金及び負担金

４２．３９，８００万円２億３，１７９万円使用料及び手数料

９１．４１，０８８万円１，１９１万円財 産 収 入

２１９．７２，１９７万円１，０００万円繰 越 金

４８．５７９万円１６３万円諸 収 入

４１．２８億３,１３８万円２０億１，６７９万円　 歳 入 合 計　

歳　出

執行率（％）支出済額予算現額科　　目

４．３５万円１１７万円議 会 費

３３．４２，０１３万円６，０２３万円総 務 費

３１．５４億３，１５６万円１３億６，８６７万円衛 生 費

０．９１５万円１，６４６万円事 業 費

５０．０２億８，０１３万円５億６，０２６万円公 債 費

０．００１，０００万円予 備 費

３６．３７億３，２０２万円２０億１，６７９万円　 歳 出 合 計　

組合債の現在高

現　在　高借　入　先現　在　高目　　　　　　的

７億８，４００万円財 務 省７，５９５万円余 熱 利 用 施 設 整 備 事 業 債

７億８，４００万円　 合　 計　４億９，８２６万円し 尿 処 理 施 設 整 備 事 業 債

１億９，８１９万円排ガス高度処理施設整備事業債

７５６万円ごみ処理施設災害復旧事業債

４０４万円余熱利用施設災害復旧事業債

７億８，４００万円　 合 計　

　東部知多衛生組合の財政状況を「財政状況の公表に関する条例」に
基づき公表します。今回は平成２１年度上半期（４月～９月）の財政状
況と平成２０年度決算状況をお知らせします。

平成２０年度一般会計決算状況
歳　出歳　入

歳 出 決 算 額科　　　　　　目歳 入 決 算 額科　　　　　　目

６４万円議 会 費１６億２，０６４万円分担金及び 負担金

５，９１３万円総 務 費２億２，７８５万円使用料及び 手数料

１２億４，８０８万円衛 生 費３，７１１万円財 産 収 入

５億７，３２７万円公 債 費１，４７３万円繰 越 金

０予 備 費２７６万円諸 収 入

１８億８，１１２万円　 歳 出 合 計　１９億３０９万円　 歳 入 合 計　

建物　１５，７７３．６１㎡
土地　６１，１３９．０６㎡

組合財産

上半期 財政状況 上半期 財政状況 

□問い合わせ先　東部知多衛生組合　�０５６２（４６）８８５５

　

２
市
２
町
（
阿
久
比
町
、
大
府
市
、
豊
明
市
、
東
浦
町
）
で
構
成
す
る
東
部
知
多
衛
生
組

合
で
は
、
私
た
ち
の
家
庭
か
ら
発
生
す
る
ご
み
な
ど
の
処
理
を
行
っ
て
い
ま
す
。
処
理
を
行

う
に
は
毎
年
多
く
の
費
用
が
掛
か
り
ま
す
。
一
人
ひ
と
り
の
心
掛
け
で
ご
み
を
減
ら
す
こ
と

が
で
き
ま
す
。
資
源
ご
み
は
リ
サ
イ
ク
ル
す
る
な
ど
し
て
、
ご
み
減
量
に
協
力
し
て
く
だ
さ

い
。 ご

み
の
減
量
に
協
力
を

ご
み
の
減
量
に
協
力
を 
ご
み
の
減
量
に
協
力
を

ご
み
の
減
量
に
協
力
を 
ご
み
の
減
量
に
協
力
を 
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事事事事事事事事事事事事事事事事
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○ ５４ 

□問い合わせ先　学校教育課�（４８）１１１１（内２０２）

　生活習慣・学習習慣・食育研究部会で作成した「家庭、園・学校がともに育ち合うための手
引き」の中から、小学生用子育てQ＆Aの一部を紹介します。家庭教育の参考にしてください。 

子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育てててててててててててててててててててててててて QQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQ&&&&&&&&&&&&&&&&&&&&&&&&AAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAA子育てQ&A
Ｑ　最近食が細くなってきました。夕食を残すので心配です。

　一般的には、小学生になると行動範囲が広がり、運動量
も多くなってきますので食欲は旺盛になります。夕方ごろ
には我慢ができなくなり、内緒で菓子を食べ、肝心の夕食
時に残してしまうといったケースもよくあります。親に見
つかるとしかられると思い、家に痕跡を残さない子どもも
いますので、休みの日などにおなかの空き具合やトータル
した摂取量をチェックしてみましょう。
　一日行動を共にして、それでも食べる量が少ないと感じ
るようなら、心と体の状態にも目を向
けてみましょう。

　場合によっては、担任の先生にも相談してみましょう。担任は
給食の状態や交友関係の様子などを観察しています。
　いくつかの面から子どもの状態を観察しながら、しばらく様子
を見てください。
　いずれにしても親子の会話を多く持ち、しっかり触れ合いま
しょう。神経質になる必要はありませんが、子どもに関心を向け
ることで、防げるアクシデントや問題はたくさんあります。適度
な距離を保ちながら、しっかり子どもを見守ってください。

Ｑ　好き嫌いが多く、学校の献立表を見て嫌いなものが出る日には登校を嫌がります。

　給食が原因で、学校が嫌になってしまうと困りますね。その点については、担任の先生
と相談するのがいいと思います。
　偏食を直そうと意気込んでいる熱心な先生もいます。一生懸命になってくれるのはあり
がたいのですが、逆に子どもにとってはプレッシャーとなり、周りの期待に応えられない
自分を否定してしまう場合も出てきます。問題を一方的に先生に委ねるのではなく、これ
からどうしていけば良いかを、先生の意見を聞きながら、家族で一緒に話し合っていくの
はどうでしょうか。

　家庭内では、食事に限らず、新しいことに挑戦できたときにはたっぷりとほめてあげる
とよいでしょう。偏食の激しい子どもは、かたくなに守りの強い子どもが多く「私はこれ

が好きなんだ」と最初から固定してしまう傾向が、ほかの場面でも見受けられます。そのような場合は、柔軟に心を開
いて、「何でもいいから一度試してみよう」といった挑戦意欲や好奇心を刺激できるような環境づくりを心掛けられたら
どうでしょうか。
　いくつかの成功例を紹介しますので、子どもに合う方法を焦らずあきらめず、根気よく工夫しながら続けてください。

＜成功例＞
・　食べられる量だけ自分でよそう。決して横から促さない。ルールとしてメニューにあ
るものはどれだけ少なくてもいいから、一通り入れる。自分でよそったおかずは残さな
い。ニンジン５ミリ角でもいいから、食べられたら褒める。（この方法は人に促されて
ではなく、自分で決めていくやり方なので、挑戦意欲をそそり、よい結果が出やすい。）

・　おやつは子どもの目に触れない場所で親が管理し、決まった時間に与える。
・　食べないのが分かっていても、根気よく出し続ける。
・　子どもの特別メニューは、なるべく一品にする。
・　学校給食のメニュー表を見て、同じ調理法を家の食事にも取り入れる。

　平成 ２０ 年から２年間、「家庭、園・学校がともに育ち合うための手引き」の抜粋を掲載してきましたが、今回で
内容紹介を終わります。
　阿久比町の幼保小中一貫教育プロジェクトでは、家庭の役割、園・学校の役割をはっきりさせ、町全体で子ども
たちを育てたいという願いのもと取り組みを進めています。今一度これまでの内容を見直していただき、家庭や地
域からの支援をお願いします。
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子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育てててててててててててててててててててててててて QQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQ&&&&&&&&&&&&&&&&&&&&&&&&AAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAA

　町内の小学生、中学生を対象に実施された第２０回読書感想画・文コンクールの受賞者が決まりま
した。　
　今回のコンクールには感想画１,３２８点、感想文１,８８２点の応募があり、審査の結果、金賞・銀賞・銅賞
に計１０８点の作品が選ばれました。
　金賞を受賞した皆さんは下記の通りです。                               （敬称略）
□ 問い合わせ先　町立図書館　�（４８）６２３１

読書感想画　金賞

書　　　　名学校・学年氏　名

にじいろのさかな英比小２年井本　麻友

そいつの名前はエメラルド英比小４年山本　哲平

やまんば妖怪学校英比小６年中山　一輝

ヘンゼルとグレーテル南部小１年花井亜美佳

セミの一生南部小３年桝内　達貴

マタギに育てられたクマ南部小５年寺澤　知夏

ドラゴンラージャ阿久比中１年岡戸　達哉

妖怪アパートの幽雅な日常①阿久比中２年野坂有樹菜

ベルナのしっぽ阿久比中３年川西　陽子

読書感想文　金賞

書　　　　名学校・学年氏　名

ヨハネスブルクへの旅東部小６年新美　　遥

わたしのおじいちゃんはチャンピオン英比小１年鎌瀬　柚綺

てとてとてとて英比小２年中西　祥太

風をおいかけて、海へ！英比小３年宮崎　創太

命のバトンタッチ英比小４年廣野　貴政

ヨハネスブルクへの旅草木小５年田原　涼輝

８分音符のプレリュード阿久比中１年榎本　愛生

時間をまきもどせ！阿久比中２年阿知波　遼

時間をまきもどせ！阿久比中３年坂野　喬一

○主　催　　阿久比町・阿久比町教育委員会
○日　時　　平成２２年１月２４日（日）少雨決行
　　　　　　午前９時００分～（中止決定午前６時３０分）
○場　所　　阿久比スポーツ村（陸上競技場をスタート・
　　　　　　ゴールとしたコース）
○参加資格　健康な方
○種　目　　 ジョギングの部　
　　　　　　　親子　　　　　　　　　　　１．５km　　　小学生１年生～３年生　　　１．５km
　　　　　　　小学生４年生～６年生　　　　２km　　　一般男女　　　　　　　　　　２km
　　　　　　 競技の部　
　　　　　　　小学生４年生～６年生（男子）　２km　　　小学生４年生～６年生（女子）　２km
　　　　　　　中学生女子　　　　　　　　　２km　　　一般女子（高校生以上）　　　　２km
　　　　　　　中学生男子　　　　　　　　　３km　　　一般男子（高校生以上）　　　　３km
　　　　　　　一般男子（高校生以上）　　　　５km
○参加費　　無料
○申し込み期限　１２月２４日（木）
○申し込み・問い合わせ先　社会教育課体育係　�（４８）１１１１（内２６２）

第第３２３２回阿久比町回阿久比町
健康づくりマラソン大会参加者募集健康づくりマラソン大会参加者募集

�������	
�
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あなたは写っていませんか。もし写っていれば、写真をおわけしますので連絡ください。　　企画財政課�（４８）１１１１（内３０３）

オアシススケッチ オアシススケッチ オアシススケッチ 

●「阿久比いきいきクラブ」、活動が認められ全国表彰

阿久比町老人クラブ連絡協議会（愛称：阿久比いき
いきクラブ）が全国老人クラブ大会（１０月２９日～３０日
奈良市で開催）で、優良郡市区町村老人クラブ連合会
表彰を受け、大村浩嗣会長が町長へその報告に訪れま
した。
町老人クラブ加入者は今年度４,４８８人。町内全域で

高齢者相互支援を行うほか、「地域に役立つ」ことを
目標に、社会奉仕など地域に根差した活動にも取り組
んでいます。
「これからもクラブの仲間と、仲良く元気に活動を
続けていきます」と大村会長は笑顔で話していました。

全国表彰の報告に訪れた大村会長

●笑顔あふれるまちに

一斉あいさつ運動に参加する皆さん

●いつまでも健康で

８０２０運動表彰式に出席した皆さん

●グラウンドゴルフで汗を流す

町老人クラブグラウンドゴルフ大会が１１月１０日、阿
久比スポーツ村野球場で開かれました。
参加者２４３人が３組の男女に分かれて、熱戦を繰り

広げました。大会結果は次のとおりです。（敬称略）
優勝　青ゾーン　西田健一、新美キヨエ、赤ゾーン

竹内董二、山内幸子　黄ゾーン　土井利昭、木場田浩
子
それぞれのゾーン優勝者がプレーオフを行い、総合

優勝に輝いた西田さんは、来年度開催の愛知県老人ク
ラブ連合会主催の県大会に出場します。

熱戦を繰り広げる皆さん

８０歳以上で２０本以上の歯がある高齢者を表彰する

「８０２０運動」表彰式が、１１月３日中央公民館南館で

行われました。

今年の対象者は１９人。表彰式には元気に１４人が出

席。町長から一人ずつ表彰状と記念品が手渡されま

した。

式の終了後に皆さんと一緒に記念撮影。口元から

白い歯が見えていました。

幼保小中一貫教育プロジェクトの一環で、「一斉あ
いさつ運動」が町内全域で行われました。
１１月１８日から４日間実施され、阿久比高校生徒や小
中学校PTA連絡協議会も参加し、運動を盛り上げま
した。
学校の通学路、園の正門、阿久比駅前などに立った

保護者や地域の皆さんは、「笑顔であいさつ」と印刷
された標語を張ったうちわを振りながら、子どもたち
に声を掛けました。子どもたちもそれに応えるように
元気よく「おはようございます」とあいさつを交わし、
町内が笑顔と明るい声でいっぱいになりました。
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下
ノ
池
の
周
辺
で
「 
下  
之  
池  
垢  
離  
場 

し
も 

の 

い
け 

ご 

り 

ば 
行 

ぎ
ょ
う

 
者  
像 
」
を
探
す
。
ほ
く
ぶ
幼
稚
園
の
正
門

じ
ゃ 
ぞ
う

付
近
か
ら
道
を
渡
っ
た
場
所
に
細
道
が
続

く
。
池
に
沿
っ
て
歩
く
と
、
切
妻
屋
根
で

コ
ン
ク
リ
ー
ト
壁
の
お
堂
が
見
え
て
き
た
。

お
堂
に
近
づ
き
中
を
の
ぞ
く
と
�
あ
る

じ
�
が
い
な
い
。
し
か
も
壁
に
ス
プ
レ
ー

で
落
書
き
が
さ
れ
て
い
る
。
壁
に
は
め
込

ま
れ
た
石
に
「
下
之
池
垢
離
場
行
者
像
」

や
「
行
者
堂
新
設
（
昭
和
五
十
八
年
）」

の
記
述
が
見
ら
れ
る
。
行
者
像
が
置
か
れ

て
い
た
場
所
に
間
違
い
な
い
。

奈
良
県
の
大
峰
山
に
登
る
山
岳
修
行
が

あ
る
。
大
正
末
期
ま
で
卯
之
山
地
区
の
若

者
は
、
大
峰
山
に
出
掛
け
る
前
、
遭
難
を

避
け
る
た
め
に
、
リ
ー
ダ
ー
（ 
先  
達 
）
の

せ
ん 
だ
つ

下
、
白
装
束
で
下
ノ
池
に
入
り
、
池
の
水

で
身
を
清
め
た
。「 
水  
垢  
離 
」
と
呼
ば
れ

み
ず 

ご 

り

る
儀
式
が
七
日
間
続
け
ら
れ
た
。

昭
和
五
十
一
年
に
「
卯
之
山
同
志
講
」

が
組
織
さ
れ
る
。
下
ノ
池
で
の
水
垢
離
は

行
わ
れ
な
く
な
っ
た
が
、
心
身
を
鍛
え
る

目
的
で
峰
入
り
が
復
活
。
ど
の
時
代
も
行

者
像
に
手
を
合
わ
せ
て
か
ら
、
山
へ
向
か

う
ス
タ
イ
ル
は
変
わ
ら
な
い
。

「
事
件
の
に
お
い
が
し
ま
せ
ん
か
」。

友
人
が
真
剣
な
顔
に
な
る
。
消
え
た
石
像

の
行
方
を
探
す
た
め
、
行
者
堂
に
刻
ま
れ

た
先
達
を
訪
ね
る
こ
と
に
し
た
。

先
達
を
務
め
た
六
十
六
歳
の
男
性
に
、

行
者
像
の
こ
と
を
聞
く
。
開
口
一
番
「
た

ま
ら
ん
わ
」
と
肩
を
落
と
す
。
今
年
の
八

月
に
突
然
消
え
て
し
ま
っ
た
と
の
こ
と
。

心
無
い
者
が
ど
こ
か
へ
持
ち
去
っ
て
し

ま
っ
た
よ
う
だ
。

「
大
峰
山
は
若
い
こ
ろ
の
良
き
思
い
出
。

毎
年
一
回
、
険
し
い
道
の
り
を
仲
間
で
励

ま
し
合
い
な
が
ら
登
り
、
人
生
の
修
行
に

な
っ
た
よ
。
無
事
、
山
か
ら
戻
っ
て
こ
ら

れ
た
の
も
、
行
者
さ
ん
の
お
陰
だ
と
思
う

な
あ
」

男
性
は
昔
を
懐
か
し
み
、
行
者
像
が
い

な
く
な
っ
た
こ
と
を
悲
し
む
。「
早
く
見

つ
か
る
と
い
い
で
す
ね
」
と
声
を
掛
け
、

再
び
池
の
ほ
と
り
に
戻
る
。

行
者
堂
を
新
設
し
て
、
行
者
像
を
ま
つ

る
ほ
ど
、
信
仰
心
の
厚
い
人
々
の
気
持
ち

が
こ
も
っ
た
場
所
に
、�
あ
る
じ
�
の
姿

が
見
ら
れ
な
い
。

池
か
ら
冷
た
い
風
が
吹
き
付
け
る
。

「
皆
さ
ん
の
く
や
し
さ
を
考
え
る
と
、
や

り
き
れ
な
い
で
す
よ
ね
」。
友
人
の
人
間

味
あ
ふ
れ
る
言
葉
に
う
な
ず
い
た
。

“水垢離”が行われた下ノ池

落書きをされ、“あるじ”がいない行者堂

N

坂
部
駅 

公民館 
洞雲院 

城山公園 最勝寺 

図書館 

〒 

文 
英比小 

坂部郵便局 坂部郵便局 

阿
久
比
川 

名
古
屋
半
田
線 

城山保育園 

ほくぶ幼稚園 

最勝寺 

弘誓院 

津嶋神社 津嶋神社 

スポーツ医・ 
　科学研究所 

スポーツ村 
洞雲院 

焼山池 

下ノ池 

愛宕山 
スポーツ村 

ほくぶ幼稚園 

八幡神社 

秋葉神社 行者堂 
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�◆

期
間　

十
二
月
十
九
日（
土
）

◆
時
間　

午
後
一
時
半
〜
午
後
三
時

◆
会
場　

中
央
公
民
館

◆
対
象　

一
般

◆
定
員　

三
十
人

◆
受
講
料
な
ど　

無
料

◆
内
容　

年
末
に
起
き
や
す
い
犯
罪
や
後

を
絶
た
な
い
振
り
込
め
詐
欺
な

ど
の
防
止
方
法
に
つ
い
て
学
び

ま
す
。

◆
講
師　

半
田
警
察
署
職
員

�◆
期
間　

十
二
月
二
十
八
日（
月
）

◆
時
間　

①
午
後
一
時
半
〜
午
後
三
時

　
　
　
　

②
午
後
六
時
半
〜
午
後
八
時

◆
会
場　

中
央
公
民
館

◆
対
象　

一
般

犯
罪
か
ら
私（
我
が
家
）を
守
る

正
月
用
生
け
花
教
室
①
②

◆
定
員　

各
十
五
人

◆
受
講
料
な
ど　

生
花
二
千
円
程
度
・
自

由
花
二
千
五
百
円
程
度

◆
内
容　

生
花
と
自
由
花
ど
ち
ら
か
の
生

け
方
を
学
び
ま
す
。申
込
時
に

希
望
す
る
方
を
お
知
ら
せ
く
だ

さ
い
。

◆
講
師　

文
化
協
会　

い
け
花
す
み
れ
会

大
棟
峯
子

�◆
期
間　

一
月
十
七
日（
日
）

◆
時
間　

午
前
十
時
〜
正
午

◆
会
場　

中
央
公
民
館

◆
対
象　

一
般（
託
児
付
き
）※
託
児
で
き

る
人
数
に
は
制
限
が
あ
り
ま
す
。

◆
定
員　

二
十
人

◆
受
講
料
な
ど　

二
百
円

◆
内
容　

子
ど
も
の
長
所
や
能
力
な
ど
に

目
を
向
け
、内
面
か
ら
や
る
気

勇
気
づ
け
で
目
か
ら
う
ろ
こ
の
子
育
て
を
�

を
引
き
出
す
子
育
て
法
を
学
び

ま
す
。

◆
講
師　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
カ
ン
ガ
ル
ー
ポ
ケ
ッ
ト

片
山
絢
媛

�◆
期
間　

二
月
六
日（
土
）

◆
時
間　

午
前
九
時
半
〜
正
午

◆
会
場　

中
央
公
民
館

◆
対
象　

一
般（
託
児
付
き
）※
託
児
で
き

る
人
数
に
は
制
限
が
あ
り
ま
す
。

◆
定
員　

二
十
四
人

◆
受
講
料
な
ど　

五
百
円
程
度

◆
内
容　

米
粉
を
使
っ
て
菓
子
や
お
好
み

焼
き
を
作
り
ま
す
。

◆
講
師　

農
村
生
活
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

　
�◆

期
間　

一
月
九
日（
土
）〜
三
月
十
三
日

（
土
）全
五
回

◆
時
間　

午
後
一
時
半
〜
午
後
三
時

◆
会
場　

中
央
公
民
館

◆
対
象　

一
般

◆
定
員　

二
十
人

◆
受
講
料
な
ど　

五
百
円
程
度

◆
内
容　

初
心
者
を
対
象
に
中
国
語
の
発

音
か
ら
簡
単
な
日
常
会
話
ま
で

丁
寧
に
指
導
し
ま
す
。

◆
講
師　

倪　

丹

�◆
期
間　

一
月
十
二
日（
火
）〜
三
月
二
十

米
粉
で
お
菓
子
づ
く
り

や
さ
し
い
中
国
語
入
門

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
ソ
ン
グ
を
歌
っ
て
踊
ろ
う

三
日（
火
）全
六
回

◆
時
間　

午
後
七
時
〜
午
後
八
時
半

◆
会
場　

中
央
公
民
館

◆
対
象　

一
般

◆
定
員　

十
五
人

◆
受
講
料
な
ど　

三
百
円
程
度

◆
内
容　

ゴ
ス
ペ
ル
や
ラ
イ
オ
ン
キ
ン
グ

ナ
ン
バ
ー
な
ど
を
楽
し
い
ア
レ

ン
ジ
で
歌
い
踊
り
な
が
ら
、心

と
体
を
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
し
ま
す
。

◆
講
師　

エ
ム
＆
デ
ィ
ー
ス
ク
エ
ア　

天

野
佐
絵
子

平
成
２１
年
度
第
四
期 

生
涯
学
習
教
室
・
講
座
開
講 

　
「
い
つ
で
も
、
ど
こ
で
も
、
だ
れ
で
も
」
を
目
標
に
町
民
の
皆
さ
ん
の

生
涯
学
習
を
支
援
す
る
教
室
・
講
座
を
開
講
し
ま
す
。
年
四
回
お
知
ら
せ

し
ま
す
。
今
回
は
そ
の
第
四
回
目
で
す
。
気
軽
に
ご
応
募
く
だ
さ
い
。 

※
　
小
学
生
対
象
の
講
座
の
案
内
は
、
各
小
学
校
を
通
じ
て
配
布
し
ま
す
。 

�

�

�

�
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� �
� �
� �
� �
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� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
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□申込資格　町内在住・在勤・在学している方
□申込期間　１２月１５日（火）まで
□申し込み方法
　　電話（平日午前９時～午後５時）、ＦＡＸ、メール、公民館窓口で申
し込んでください。
　※　定員を超えた場合は初めての方を優先し、抽選により決定させて

いただきます。申し込みが１０人未満の場合や講師の都合により変更
などもありますのでご了承ください。

□問い合わせ先　社会教育課公民館係
　　　　　　　　�（４８）１１１１（内２６０）　ＦＡＸ（４８）６２２９
　メールアドレス shakyo@town.agui.lg.jp

マ
イ
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
講
座
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　第５８回阿久比町文化祭が１１月７日と８日の２日間、中
央公民館で開かれました。
　総合展示会では、公民館活動、文化協会、サークル活
動を通じて手掛けた作品約９００点が、公民館に展示されま
した。
　南館ホールで催された芸能大会では、３５団体約４００人が
舞台の上で、歌や踊りなど日ごろの練習の成果を披露し
ました。
　オリジナル傘を作る「かさアート」の体験コーナーや
俳句など各種大会も行われ、多くの人が文化祭を楽しみ
ました。

盛盛盛盛盛盛盛盛盛盛盛盛盛盛盛盛盛盛盛盛盛 況況況況況況況況況況況況況況況況況況況況況 文文文文文文文文文文文文文文文文文文文文文 化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化 祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭

　

植
村
は
、
現
在
の
植
大
の
一
部
で
す
。

大
古
根
村
の
所
有
地
が
入
り
込
ん
で
い
る

た
め
、
西
部
は
か
な
り
細
長
い
地
形
に

な
っ
て
い
ま
す
。
南
を
一
望
す
る
と
矢
勝

川
を
は
さ
ん
で
岩
滑
村
が
広
が
っ
て
い
ま

す
。

　

民
家
は
、
東
北
部
の
丘
陵
地
帯
に
集
中

し
て
い
ま
す
。
田
は
、
矢
勝
川
沿
い
に
広

が
っ
て
い
ま
す
。
西
部
の
丘
陵
地
帯
は
、

大
部
分
が
山
林
で
す
。

　

村
に
は
、 
紺  
屋 
や
綿
屋
な
ど
が
二
、
三

こ
ん 

や

軒
あ
り
ま
し
た
。
紺
屋
と
は
、
染
物
業
の

こ
と
で
す
。
ま
た
、 
瓦 

か
わ
ら 

屋 
が
一
軒
あ
り
、

や

信
州
の
辺
り
ま
で
稼
ぎ
に
出
て
い
ま
し
た
。

農
閑
期
に
は
、 
黒  
鍬  
稼 
ぎ
に
四
十
人
ほ
ど

く
ろ 
く
わ 
か
せ

出
て
い
ま
し
た
。

　

大
古
根
村
は
、
現
在
の
植
大
の
一
部
で

す
。
村
の
三
方
は
川
に
囲
ま
れ
て
い
ま
す
。

東
に
は
英
比
川
が
、
南
に
は
矢
勝
川
が
、

北
に
は
前
川
（
前
田
川
）
が
流
れ
て
い
ま

　

英
比
谷
十
六
カ
村
の
は
な
し

〜
そ
の
九　

植
村
・
大
古
根
村
の
は
な
し
〜

す
。
東
西
に
細
長
い
村
で
す
が
、
途
中
、

植
村
が
こ
の
村
に
入
り
込
ん
で
い
る
た
め
、

東
と
西
に
隔
て
ら
れ
て
い
ま
す
。
東
側
に

は
、
民
家
や
本
田
が
、
西
側
に
は
山
林
や

新
田
畑
が
多
く
あ
り
ま
す
。

　

英
比
川
沿
い
の
田
は
低
地
の
た
め
、
農

民
は
排
水
に
苦
労
し
ま
し
た
。
大
雨
が
降

る
と
、
し
ば
し
ば
水
害
に
見
舞
わ
れ
ま
し

た
。

　

農
閑
期
に
は
、
黒
鍬
稼
ぎ
に
十
人
か
ら

二
十
人
ほ
ど
出
掛
け
ま
し
た
。
瓦
職
人
が

一
人
い
て
、
信
州
の
辺
り
ま
で
出
向
い
て

い
ま
し
た
。　

　
　

◇　
　
　
　
　

◇

　
「
英
比
谷
十
六
カ
村
の
は
な
し
」
は
、
今

回
で
終
了
で
す
。
こ
の
連
載
が
き
っ
か
け

と
な
り
、
住
ん
で
い
る
地
域
の
歴
史
に
つ

い
て
関
心
を
持
っ
て
い
た
だ
け
た
で
し
ょ

う
か
。

（
参
考
『
あ
ぐ
い
の
あ
ゆ
み
』、『
阿
久
比

町
誌
資
料
編
一
』）
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□問い合わせ先　環境衛生課保健係
　�（４８）１１１１（内３１１・３１２）

が
ん
を
防
ぐ
た
め
の
ポ
イ
ン
ト

①　

栄
養
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た
食
事
を
心

掛
け
る
。

②　

毎
日
、
変
化
の
あ
る
食
生
活
を
。

③　

食
べ
過
ぎ
に
注
意
。

④　

食
べ
物
か
ら
適
量
の
ビ
タ
ミ
ン
と  

繊
維
質
の
も
の
を
多
く
取
る
。

⑤　

塩
辛
い
も
の
や
高
脂
肪
の
食
べ
物
は

少
な
目
に
。

⑥　

あ
ま
り
熱
い
も
の
は
冷
ま
し
て
か
ら
。

⑦　

焦
げ
た
部
分
は
避
け
る
。

⑧　

か
び
の
生
え
た
も
の
に
注
意
。

⑨　

酒
は
ほ
ど
ほ
ど
に
。

⑩　

た
ば
こ
は
控
え
る
。

⑪　

日
光
に
当
た
り
過
ぎ
な
い
。

⑫　

適
度
に
ス
ポ
ー
ツ
を
す
る
。

⑬　

体
を
清
潔
に
。

が
ん
検
診
を
受
け
ま
し
ょ
う

　

が
ん
は
、
症
状
が
出
る
前
に
、
早
期
に

発
見
す
る
こ
と
が
と
て
も
重
要
で
す
。
今

年
度
、
が
ん
検
診
を
受
け
て
い
な
い
方
は
、

ぜ
ひ
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

が
ん
は
、
日
本
人
の
死
亡
原
因
の
第
一

位
で
す
。
平
成
十
九
年
の
全
国
の
が
ん
死

亡
者
数
は
約
三
十
三
万
六
千
人
で
、
死
亡

原
因
の
三
分
の
一
を
占
め
、
が
ん
で
亡
く

な
る
方
の
数
は
年
々
増
え
て
い
ま
す
。
し

か
し
、
早
期
発
見
、
早
期
治
療
に
よ
り
、

治
す
こ
と
が
可
能
な
場
合
も
多
く
あ
り
ま

す
。

　

が
ん
予
防
に
は
、
日
ご
ろ
の
生
活
習
慣

に
気
を
配
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

�
�
�
�
�
�
�
	

がんによる死亡者数の推移 

０ 

５０,０００ 

１００,０００ 

１５０,０００ 

２００,０００ 

２５０,０００ 

３００,０００ 

３５０,０００ 

平成２年 平成７年 平成１２年 平成１７年 平成１９年 

がんで亡くなる方は年々増えています 

料金対象（今年度なる年齢）受付時間実施日

１,０００円
４０歳以上

午前９時～午前１１時１月２６日（火）

胃がん

５００円大腸がん

６００円５０歳以上前立腺がん

１,２００円４０歳以上午後５時３０分～午後７時５０分
（子宮がんのみ午後６時開始）１２月２２日（火）

乳がん

７００円２０歳以上子宮がん

１,２００円４０歳以上午前９時～午前１１時
（子宮がんのみ午前９時３０分開始）

午後１時～午後２時２０分

１２月２３日（水）
１月８日（金）
１月２４日（日）

乳がん

７００円２０歳以上子宮がん

※　１月８日（金）の乳がん検診は定員となりましたので、予約できません。
※　１２月２２日（火）、２３日（水）、１月２４日（日）は国による「女性特有がん検診に対する緊急支援」
のための追加の日程となります。

　対象者の方はすでに予約済みで、早期に定員に達してしまう場合があります。各日定員にな
り次第予約を締め切ります。ご了承ください。

※　各がん検診は年度に 1回ずつしか受けられません。
※　申し込み・問い合わせ先　環境衛生課　�（４８）１１１１（内３１１・３１２）

がん検診日程表　＜電話で申し込みください＞
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習慣づけてください 

新型インフルエンザの流行で医療機関の受診者が増え、正常な医療体制が保てなくなる可能性がありますので次の
ことに注意してください。

・　かかりつけ医とあらかじめ、発熱時の対応について、相談をしておきましょう。
・　休日夜間診療所、電話番号、診療時間を確認しましょう。救急医療情報については次のホームページを参考に
してください。（http://www.pref.aichi.jp/００００００００２３.html）
・　救急外来時間帯の救急以外の受診は控えましょう。
・　あらかじめ医療機関に電話を掛けてから受診しましょう。
・　症状がない場合、新型インフルエンザに感染していないことを証明するための検査受診は控えましょう。
・　インフルエンザに感染後は、発症した日の翌日から７日経過するまで外出を自粛することが望ましいとされて
います。軽症であれば、解熱後２日で外出の自粛を終了することが可能とされていますので、再出勤に際しての
医師による治癒証明の取得は控えてください。

新型インフルエンザに感染された方のワクチン接種について
　一般的に新型インフルエンザにすでに感染して発症した方は、免疫を持っていると考えられるため、ワクチンの
接種は必要ないと考えられています。
　厚生労働省が行っている調査によると、現在流行しているインフルエンザの大部分は新型インフルエンザによる
ものです。今年の夏以降、Ａ型インフルエンザと診断された方は、新型インフルエンザに感染した可能性が高いと
考えられます。ただし、確実に新型インフルエンザに感染したと言えるのは、専門の検査（ＰＣＲ検査など）でウ
イルスの確認が行われた方のみです。
　Ａ型インフルエンザに罹患したと考えられる方が、ワクチン接種を希望される場合は、医師と相談し、接種を行
うかを判断してください。　　　　　　　　　　　　　　　　 （厚生労働省新型インフルエンザ対策推進本部から）

　新型インフルエンザワクチン接種を行う医療機関は、下記ホームページに掲載されています。
愛知県ホームページ「新型インフルエンザワクチン接種について」（http://www.pref.aichi.jp/０００００２７８５６.html）

□　問い合わせ先

連絡先電話番号問い合わせ先窓口

�０５２-９５４-６２７２愛知県健康対策課新型インフルエンザ対策室

�０５６９-２４-４６９９愛知県半田保健所

�０５６９-４８-１１１１阿久比町保健センター
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Information

お知らせ  
InformationInformation

�
　

十
二
月
六
日
ア
イ
プ
ラ
ザ
半
田
で
開
催

を
予
定
し
て
い
た
都
市
計
画
に
関
す
る
公

聴
会
は
、
公
述
希
望
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
の
で
中
止
し
ま
す
。

□
都
市
計
画
の
名
称

・（
仮
称
）
知
多
都
市
計
画
区
域
の
整
備
、

開
発
及
び
保
全
の
方
針

・（
仮
称
）
知
多
都
市
計
画
区
域
区
分

□
問
い
合
わ
せ
先　

建
設
課　

�（
４
８
）

１
１
１
１
（
内
２
８
８
）

　

愛
知
県
建
設
部
都
市
計
画
課
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

http://w
w
w
.pref.aichi.jp/toshi

�危
険
物
取
扱
者
試
験

□
試
験
日
な
ど　

平
成
二
十
二
年
一
月
三

十
一
日（
日
）甲
種
・
乙
種
第
４
類
・
丙
種

□
試
験
会
場　

名
古
屋
市
内

□
受
付
期
間　

十
二
月
十
四
日（
月
）〜
十

二
月
二
十
四
日（
木
）

□
試
験
手
数
料　

甲
種
五
千
円
、
乙
種
三

千
四
百
円
、
丙
種
二
千
七
百
円

※　

手
数
料
は
受
験
願
書
に
同
封
の
郵
便

振
込
用
紙
で
支
払
っ
て
く
だ
さ
い
。

□
問
い
合
わ
せ
先　

消
防
試
験
研
究
セ
ン

タ
ー
�
０
５
２（
９
６
２
）１
５
０
３

　

知
多
中
部
広
域
事
務
組
合
消
防
本
部
予

防
課
�（
２
１
）１
４
９
１

危
険
物
取
扱
者
試
験
予
備
講
習
会

□
講
習
日
時　

平
成
二
十
二
年
一
月
十
五

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

�

�

�

�

�

�

�

�

	




�

�

�

�

�

�

�

	

日（
金
）午
前
九
時
半
〜
午
後
四
時
半

□
講
習
会
場　

南
知
多
町
総
合
体
育
館

□
講
習
内
容　

乙
種
第
４
類
が
対
象

□
受
付
期
限　

平
成
二
十
二
年
一
月
十
四

日（
木
）

□
講
習
費
な
ど　

受
講
料
四
千
円
、
テ
キ

ス
ト
代
四
千
円

□
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先　

知
多
中

部
広
域
事
務
組
合
消
防
本
部
予
防
課　

�（
２
１
）１
４
９
１　

Ｈ
Ｐ　

h
ttp
:/

/w
w
w
.cac

‐ net.ne.jp/̃chitachu/

�□
講
習
日　

平
成
二
十
二
年
二
月
二
日

（
火
）〜
十
日（
水
）の
指
定
す
る
六
日
間

□
講
習
会
場　

ウ
ィ
ル
あ
い
ち（
名
古
屋
市
）

□
対　

象　

危
険
物
製
造
所
な
ど
で
取
り

扱
い
作
業
に
従
事
し
て
い
る
免
状
交
付

者
。（
保
安
監
督
者
も
含
む
）

□
講
習
種
別　

給
油
取
扱
所
、
特
定
事
業

所
、
一
般

□
申
し
込
み　

平
成
二
十
二
年
一
月
八
日

（
金
）〜
一
月
十
四
日（
木
）に
愛
知
県
危

険
物
安
全
協
会
連
合
会
へ
郵
送
し
て
く

だ
さ
い
。

□
受
講
料　

四
千
七
百
円

※　

愛
知
県
収
入
印
紙
を
購
入
し
、
申
請

書
に
張
っ
て
く
だ
さ
い
。

□
問
い
合
わ
せ
先

　

愛
知
県
危
険
物
安
全
協
会
連
合
会

　

�
０
５
２
（
９
６
１
）
６
６
２
３

　

知
多
中
部
広
域
事
務
組
合
消
防
本
部
予

防
課　

�（
２
１
）１
４
９
１　

Ｈ
Ｐ　

http://w
w
w
.cac

‐ net.ne.jp/̃chitachu/

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

�

犬の飼い主の方へ
　犬の散歩時にフンの後始末をしない心ない飼い主により
道路や公園、私有地にそのままフンが放置されているとい
う苦情が寄せられています。犬の飼い主の方は、次のこと
に注意してください。

○　散歩には必ずふんの後始末ができる用意をして出掛け、
飼い主が責任をもって持ち帰ってください。

○　放し飼いは人に危害を与えたり、他人の土地を荒らし
たりする危険性がありますので絶対にしないでください。

○　人に危害を加えないよう、安全な場所で飼ってください。
○　１日１回は必ず適度な運動をさせ、無駄ぼえをさせな
いようにしてください。

○　鑑札・注射済票（金属プレート）は、首輪に付けてく
ださい。

○　他人の飼い犬には飼い主の承諾なくエサを与えないで
ください。

次の場合は、鑑札・注射済票を添えて届け出をしてくださ
い。
①　犬が死亡したときは環境衛生課へ
②　犬の所在地、飼い主の住所、飼い主が変わったときは
犬の所在地の市区町村担当課へ

猫の飼い主の方へ
　猫は犬と違い、「つないで飼う」ことが今のところ
義務ではありません。そのため、自由に外出させてい
る方が見られます。しかし、外に出せば
①　他人の家・敷地内に侵入し、荒らす（花壇を掘り
返す、ふん尿をする、台所に入るなど）
②　ゴミ捨て場で、ゴミをあさることにより、環境衛
生が悪化する。
③　避妊・去勢手術をしていない場合、年３回も子猫
が産まれてしまう（産ませてしまう）。

などにより、地域の大きな環境問題や、子猫の飼い主
探しなどの問題が生じます。
　猫にとっても
・　交通事故の危険性
・　他の猫とのケンカなどによる伝染病（猫エイズな
ど）の感染による寿命の短縮
・　ノミ・ダニなどを拾って自宅に帰ってくるなど、
好ましいことは何もありません。
　ケージ飼いを行うか、室内のみで飼育し、発情によ
るトラブルや不幸な命を産ませないために避妊・去勢
手術を行い、大切に飼育してください。
□問い合わせ先　環境衛生課　�（４８）１１１１（内３１７）
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よ
ど

�
　

経
済
産
業
省
で
は
、
十
二
月
三
十
一
日

現
在
で
、
工
業
統
計
調
査
を
実
施
し
ま
す
。

　

工
業
統
計
調
査
は
、
製
造
業
を
営
む
事

業
所
を
対
象
に
、
活
動
実
態
を
明
ら
か
に

す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

調
査
結
果
は
、
国
や
地
方
公
共
団
体
の

行
政
施
策
の
基
礎
資
料
と
し
て
利
用
さ
れ
、

小
中
学
校
の
教
材
な
ど
広
く
利
用
さ
れ
ま

す
。

　

調
査
内
容
は
厳
守
さ
れ
ま
す
の
で
、
正

確
な
記
入
を
お
願
い
し
ま
す
。

□
問
い
合
わ
せ
先　

企
画
財
政
課　

　

�（
４
８
）１
１
１
１
（
内
２
０
４
）

�
　

地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
あ
ん
ど
で
は
、

障
害
の
あ
る
方
が
参
加
で
き
る
創
作
活
動

の
イ
ベ
ン
ト
を
、
ア
ト
リ
エ
Ａ
ｎ
ｄ
ａ
ｎ

ｔ
ｅ
（
あ
ん
だ
ん
て
）
と
の
共
同
企
画
で

開
催
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
テ
ー
マ
は
「
木
の
実
等
を
使
っ

て
ク
リ
ス
マ
ス
カ
ー
ド
を
作
ろ
う
」
で
す
。

□
日　

時　

十
二
月
十
九
日（
土
）十
時
〜

正
午

□
場　

所　

地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
あ

ん
ど
元
浜
事
業
所（
東
海
市
元
浜
町　

）
１０

□
対
象
者　

身
体
障
害
、
知
的
障
害
、
精

神
障
害
の
あ
る
方
お
よ
び
障
害
の
あ
る

児
童

□
参
加
費　

四
百
円

□
定　

員　

十
人
（
先
着
順
）
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□
応
募
期
間　

十
二
月
八
日（
火
）〜
十
二

月
十
七
日（
木
）

□
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先　

地
域
活

動
支
援
セ
ン
タ
ー
あ
ん
ど
元
浜
事
業
所

　

�
０
５
６
２（
３
９
）２
７
７
８

　

電
子
メ
ー
ル　

shien@
vanilla.ocn.ne.jp

�
　

成
年
後
見
制
度
の
普
及
、
啓
発
の
た
め

の
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

□
日　

時　

平
成
二
十
二
年
一
月
十
五
日

〜
二
月
十
九
日
毎
週
金
曜
日
の
全
六
回

　

午
後
一
時
半
〜
午
後
四
時
半

□
場　

所　

東
海
市
立
勤
労
セ
ン
タ
ー　

（
東
海
市
高
横
須
賀
町
桝
形
１
―
７
）

□
定　

員　

四
十
人
（
先
着
順
）

□
受
講
料　

千
円
（
資
料
代
）

□
内　

容　

一
日
目　

成
年
後
見
概
論
、

二
日
目　

高
齢
者
・
障
害
者
の
権
利
侵

害
の
状
況
、
三
日
目　

法
定
後
見
の
申

し
立
て
手
続
き
、
四
日
目　

任
意
後
見

制
度
、
五
日
目　

財
産
管
理
と
身
上
監

護
、
六
日
目　

後
見
人
の
実
務

□
講　

師　

弁
護
士
、
司
法
書
士
な
ど

□
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先　

知
多
地

域
成
年
後
見
セ
ン
タ
ー
知
多
後
見
事
務

所　

�
０
５
６
２（
３
９
）２
６
６
３

�齋
藤　

裕　

様

　

阿
久
比
町
へ
ふ
る
さ
と
阿
久
比
応
援
寄

付
金
（
ふ
る
さ
と
納
税
）
五
十
万
円
を
ご

寄
付
い
た
だ
き
ま
し
た
。

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

�
�
�
�
�
�
�
	


�

�
�
�
�
�
�
�
	
�


�
�


今今月月のの納納税税ななどど

固定資産税・都市計画税　　　３期分

公共下水道事業受益者負担金　３期分

後期高齢者医療保険料　　　　６期分

納期限は１２月 ２５日（金）です。
※口座振替の方は、口座の残高確認をお願いします。

１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２１２ 月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会月定例議会ををををををををををををををををををををを開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催開催
　平成２１年阿久比町議会第４回定例
会を次のとおり開催します。
□日　時
　１２月３日（木）　午前１０時～
□問い合わせ先　議会事務局
　�（４８）１１１１（内２４１）
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広報あぐい　２００９年１２月１日号

広
報　

あ 
ぐ 
い

995

■発行／阿久比町（〒４７０－２２９２　愛知県知多郡阿久比町大字卯坂字殿越５０　�０５６９－４８－１１１１）編集／総務部企画財政課
■阿久比町ホームページ  ｈｔｔｐ：//ｗｗｗ．ｔｏｗｎ．ａｇｕｉ．ｌｇ．ｊｐ
資源を大切に！この用紙は再生紙を使用しています。

広報あぐいを声の広報ボランティア「あいうえお」が CD録音しています。
ぜひご利用ください。
■問い合わせ先　阿久比町社会福祉協議会・ボランティアセンター�（４８）１１１１

阿久比町民憲章
アグピー 

阿久比町 
マスコットキャラクター 

　わたしたち阿久比町民は、ここに町民憲章を定
め、よりよい町づくりに努めることを誓います。
◎ホタル飛びかう、豊かな自然を守ります。
◎歴史と伝統を守り、教養を高めます。
◎スポーツに親しみ、健康で明るい家庭をつくり
ます。
◎オアシス運動をすすめ、笑顔あふれるまちをつ
くります。
◎ボランティア活動に、すすんで参加します。

世帯数　 ８，５９６　　（＋７）

人　口　２５，１８９人（＋３０）

　男　　１２，４７３人（＋１４）

　女　　１２，７１６人（＋１６）

（　　）は前月との増減数

１０月中の異動

　出生　２４　転入      ８５

　死亡　１０　転出      ６９

平成２１年１１月１日現在

人 口 と 世 帯
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○日　時　平成 ２２ 年１月５日（火）
　　　　　Ⅰ部受付　午前８時 ４５ 分～
　　　　　Ⅱ 部受付　午前９時４５分～
　　　　　Ⅲ部受付　午前１０時４０分～
○会　場　ふれあいの森体育室
○参加対象　町内在住在勤を問わず、どなた
でも参加できます。
○参加費　無料

○申し込み・問い合わせ先
　社会教育課　�（４８）１１１１（内２６２）
＊大会要項を町内全戸へ １２ 月上旬に配布しま
す。
要項に印刷してある参加申込書で、申し込
みください。
＊電話・FAXによる申し込みは受け付けませ
ん。ご了承ください。


